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新型コロナウイルスと「世界寺子屋運動」
2019年12月に発生した新型コロナウイルスは、瞬く間に世界中に拡

大しパンデミックとなった。このコロナ禍は、世界の医療・経済だけでな

く教育の現場をも直撃している。世界193ヵ国で学校が閉鎖され、また、

寺子屋のような学校外教育（ノンフォーマル教育）も休止を余儀なくされ

た。オンラインなどでの授業が再開されているが、世界寺子屋運動を展開

する地域では、インターネット環境が整わず難しい状況といえる。

今号では、新型コロナウイルスの感染拡大による教育への影響、そし

て、世界寺子屋運動を展開する4ヵ国での状況と対応について特集する。

ミャンマーの「継続教育プログラム」実施村に布マスクと石鹸を届けた
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COVID-19

昨年12月に発生した新型コロナウイルス感染症は、
数ヵ月のうちに全世界に拡大した。ヒトの往来という面
でのグローバリゼーションは、異文化と異文化の出会い
に伴う混乱の発生、協調の必要性という課題を以前より
提示していた。しかし、今回の新型コロナウイルスのパン
デミック状況は、さらに別の形で対応の難しい問題をグ
ローバル化した世界にもたらしている。
その一つが、教育への大きな影響である。UNESCOに
よると、感染症拡大の第一波が発生した4月初めには、16
億人近い生徒が新型コロナウイルスの影響を受け、全生
徒の約91%にも及ぶという。全土で学校閉鎖を行った国
は、193ヵ国にのぼった（下図参照）。
学校閉鎖が長期化するにつれて、子どもたちの学習が
異常に遅れてしまうことが世界的な懸念事項になってい

る。このままの状態が継続すれば、学校に行けないなどの
影響を受けた世代が被る将来収入の損失は、総額10兆ド
ル（約1000兆円）にものぼるという。（世界銀行ウェブサ
イトより）
UNESCOを含め国際機関は、メディアやICTを活用し
た遠隔教育、それに家庭での教育で、学習の遅れに対応
することを提案している。とはいえ、途上国ではテレビや
ICTにアクセスできるのは、ある程度の収入が得られる
人びとに限られる。ネパールの元寺子屋学習者ハリジャ
ンさん（2019年に開催されたユネスコ運動全国大会でゲ
スト出演）の家では、最近やっと扇風機を買ったといい、�
パソコンやテレビはない。ICTを活用した遠隔教育は、�
寺子屋に通う人たちにはほとんど手が届かないのが現状だ。

発展途上国での
新型コロナウイルス感染症拡大
―教育への影響と対応
新型コロナウイルス感染症が教育にもたらしたもの

●小豆色に塗られた国では全国規模での学校閉鎖が行われた
（2020年4月1日現在　UNESCOの新型コロナウイルス感染症関連サイトより）

新型コロナウイルスの
影響を受けた生徒数

●一部地域で学校閉鎖　　●全土で学校閉鎖　　●学期間休暇中

新型コロナウイルスによる学校閉鎖の現状

影響を受けた
生徒数の割合

学校閉鎖を
行った国（全土）

特集

COVID-19教育への影響

193ヵ国約16億人

約91%
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COVID-19

皆さまにご支援をいただき、昨年30周年を迎えた世界
寺子屋運動が対象としているのは、学齢期に学校に行け
ず文字の読み書きができない成人、そして学校に行けなく
なってしまった子どもたちである。この中には、社会の制
度から排除されてまったく学校に行けなかった人びとも含
まれるが、昨年の全国大会で登壇したカンボジアのサムナ
ンさんのように、家庭の経済状況の悪化に伴い、一時的に
学校に行けなくなった若い世代も大勢いる。
そのような世代が学びを諦めることのないよう、学校以
外の場で圧縮したカリキュラムを修了すれば、復学や上級
学校への進学を認める「復学支援」制度がある。世界寺子
屋運動では、この制度に則った活動を各国で展開している。
また、学習支援だけではなく、地域・コミュニティの連帯
を強める活動も、世界寺子屋運動の柱の一つである。ここで

培われた連帯の意識や制度が、新型コロナウイルス感染症
対策として日本ユネスコ協会連盟の支援に大いに役立って
いる。日ユ協連では、世界寺子屋運動の実施地域を対象に、
手洗い用の石鹸やマスクを配布する活動を展開している�
(P3〜4に詳細)。と同時に、手を洗うことの重要性や３密
を避ける意識を普及する啓発活動も行う。このような啓発
活動は、連帯の意識が地域に醸成されていないと、実施し
ても単なるイベントで終わってしまい、波及効果への期待
は薄い。その点、寺子屋運営委員が住民から選ばれるよう
なシステムがあるケースでは、継続的な効果が期待できる
のである。
世界寺子屋運動が培ってきたコミュニティパワーが、今
後も感染拡大が予想される新型コロナウイルスを乗り越え
る底力となることが期待される。今後とも寺子屋運動への
応援をよろしくお願いします。� (事業部：関口 広隆)

発展途上国での
新型コロナウイルス感染症拡大
―教育への影響と対応

▼ アフガニスタンの首都カブールに
あるサハ医療センターには、スタッ
フ用に防護服などを支援

▼カブールのロックダウンで生活が困窮
した住民に米や豆などの食糧を支援

▼

コロナによって生活が困窮した人びとのために、
	 ネパールの寺子屋では食糧を配布

▼ミャンマーで支給した布マスクと石鹸。マスクはアウン・サ
ン・スー・チー国家顧問も強く推奨

期待される寺子屋のコミュニティパワー
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COVID-19
各国で実施している新型コロナウイルス対策・支援

アフガニスタンでは、感染が拡大していたイランと
の国境地域から感染が始まり、9月14日時点で3万
8772人が感染し、1425人が亡くなっている。感染拡
大防止のため、3月下旬からは都市封鎖（ロックダウン）
が実施され、学校や政府機関が閉鎖されたほか、商業施
設なども多くは営業できなくなった。
学校の閉鎖に伴い、アフガニスタン教育省では小学

校から高校までの授業をテレビで実施するなどの対応
をとったほか、夕方の時間帯には、読み書きと基本的な
算数のテレビ授業を行った。しかし、農村部ではテレビ
を持っていない世帯があり、また、テレビがあっても自
宅で学習する習慣のある人は少ない。そのため、寺子屋
の識字クラス参加者でテレビクラスを視聴した人はご
く少数だったことが課題として残った。
日ユ協連では、事業実施地であるカブールで、ロッ

クダウンにより日雇いなどの仕事を失ってしまった世
帯を対象に食糧支援を行った。また「一杯のスプーン」

カンボジアでは全国の感染者は275人（9月14日現
在）で、そのうちほとんどを外国人や帰国者が占め、市
中感染はごく一部に留まる。しかし約5週間の感染ゼ
ロの後に新規感染例が出たこともあり、第2波への備
えは欠かせない。シェムリアップ州に展開する18軒の
寺子屋では、予防の拠点となるべく「衛生用品配布」「衛

事業では、栄養補助食品の配布などを協働で実施して
いるカブールのクリニック、サハ医療センターの医療
従事者に対して、マスクや防護具（ゴーグルやガウンな
ど）を提供した。
カブールではロックダウンが緩和され、秋ごろをめ

どに感染防止策をとりながら、識字クラスや職業訓練
クラスを再開する予定だ。� （事業部：鴨志田 智也）

生教育・意識啓発」「清潔な水の提供」を柱とした支援
活動を行っている。
5月下旬から6月にかけては、石鹸・アルコール消毒

液・マスク・ゴミ箱・掲示板の調達、教材開発、各寺子
屋の井戸・浄水機の修理の必要性調査を行った。衛生
教育の教材は、州保健局の協力を受け、WHOの基本的
なガイドラインに加えて現地の生活習慣などにも配慮
した上で、研修資料やポスターとして制作された。
7月に入ると、村人への意識啓発に直接関わる寺子

屋運営委員向けの研修会を実施し、識字などの教員や
地元行政官も含む総勢197人が参加した。密を避ける
ため、18軒の寺子屋一つ一つを会場とし、そこへ州保
健局と日ユ協連カンボジア事務所職員が訪問する形を
とり、参加者の座席の間隔も広く取られた。8月からは、
各寺子屋が住民向けの研修会を行うとともに、ウイル
ス予防に配慮してクラスが再開された。
� （事業部：宍戸 亮子）

食糧支援と医療従事者への支援アフガニスタン

18軒の寺子屋を予防の拠点にカンボジア

▲サハ医療センターでは、支給された防護服を着て食糧を配布

▲寺子屋リーダー向けに手洗いなどについて研修会を実施
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COVID-19
各国で実施している新型コロナウイルス対策・支援

ミャンマーでは、最大都市ヤンゴン市内の部分的
ロックダウンが徐々に解除された5月末から6月にか
けて、ヤンゴンの北に位置するバゴー地方域・タナッ
トピン、オクトウィン、パウンデー、ポカウンの4つの
タウンシップ（地区）で、昨年度の「継続教育プログラ
ム(EXCEL)」実施村40ヵ所の2111人に、布マスクと
石鹸を配布した。脆弱な医療体制に鑑み、政府による行
動制限が厳しく、調達や配布のための移動には困難が
伴った。ヤンゴン郊外の村に入る際も「知らない外部
の人は入れない」といわれるほどだったが、ミャンマー
識字リソースセンターと、各タウンシップの関係者の
尽力で完了することができた。
物資は学習者の子どもたち、先生、委員会メンバー

のほか、各村の判断で、高齢者、僧侶、路上マーケット
で生計を立てる人びとなど、重症化リスクや外出しな
ければ生活できない事情に配慮して届けられた。また、
新型コロナウイルスの基礎知識および予防法の周知が

ネパールでも新型コロナウイルスの拡大に伴い、3
月下旬から大規模なロックダウンが実施されてきた。
学校や政府機関などは閉鎖され、飛行機は国際線・国
内線ともに運航が停止された。9月14日現在、感染者
は5万4159人、345人が亡くなっている。
私立の学校や都市部では、オンラインによるクラス

が行われているが、農村部の学校では授業が休止され
たままの状態だ。また、ノンフォーマル教育といわれる
寺子屋での活動（成人や未就学児などが対象）は3月か
ら中断されていたが、識字クラスは再開された。学習者
はマスクを着用し、クラス開始前には各自が手の消毒
を行っている。
日ユ協連では、事業実施地である南部のルンビニを

中心に、ロックダウンの影響で収入が得られなくなっ
た世帯を対象に食糧支援を行った。寺子屋は、識字クラ
スや幼稚園クラスが行われる「施設」であるだけでな
く、地域コミュニティの拠点でもある。地域の人びとに
よって運営されている寺子屋は、どの世帯が困窮して
いるかの情報を把握しており、最も困難な人びとに食
糧が提供できるようになっている。

今後ネパールでは、ルンビニのような農村部を対象
に、新型コロナウイルスの感染予防についての講習や
啓発活動など、教育を通じた支援を行う計画だ。
また、新型コロナウイルスの影響で収入が減り、学

校に通えない子どもが増えることや、児童婚の多いネ
パール農村部ではその増加も懸念されている。そのた
め、世界寺子屋運動では寺子屋を通じた初等教育や女
性教育の充実によって、教育への影響を軽減させるよ
うに活動していく。� （事業部：鴨志田 智也）

欠かせないとの関係者の思いから、日本からの支援で
あることも記した横断幕や啓発ポスターが配布会場に
掲げられ、説明が行われた。
なお、EXCELのクラスは、現地の学校再開ガイドラ

インに沿って拡大防止策を講じながら、開始時期を検
討中である。�� （事業部：宍戸 亮子）

寺子屋の仕組みが困窮した人びとを支えているネパール

ミャンマー 移動が困難ななか布マスクと石鹸を配布
▼物資の配布会場には啓発ポスターなどが掲げられた

▼カトマンズ近郊の寺子屋で食糧を受け取り、笑顔を見せる女性
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T O P I C S

■第71回定時総会報告
　6月13日（土）、東京・大手町サンスカイルームにて、第
71回定時総会を開催した。
　本総会では、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点か
ら、開催通知にて、会員に対し、極力、委任状の提出による事
前の議決権行使により、来場は控えるよう強くお願いした。
　また、会場では、入場時の検温、アルコール消毒液の設置、
座席間隔の2ｍ確保、出席者全員のマスク着用等感染防止策
を実施した。
　決議および報告された事項は、以下のとおり。
【決議事項】
第１号議案　2019年度事業報告書（案）及び計算書類等（案）
⇨	 原案どおり承認可決された。
【報告事項】
１．	2020年度事業計画書及び予算書
２．�	「評議員選任に関する規程」「役員選任に関する規程」の
改定

３．	「会員に関する規程」の改定
⇨	 事前配布資料に沿って上記内容を報告した。

■第534回理事会
　3月14日（土）、書面表決により開催した。
　審議結果は以下のとおり。
１．	会員の入会
	 維持会員2、個人会員2
２．	2020年度事業計画書・予算書（案） 
⇨	 審議の結果、いずれも原案どおり決議された。

■第535回理事会
　5月16日（土）、書面表決により開催した。
　審議結果は以下のとおり。
１．	会員の入会
	 構成団体会員2、維持会員1、個人会員2
２．	�剰余金の使途および特定資産「公益事業維持資産」の新設（案）
３．	�2019年度事業報告書（案）及び2019年度計算書類等（案）
４．�	「評議員選任に関する規程」「役員選任に関する規程」の
改定および「選考委員会運営細則」の制定（案）

５．	「会員に関する規程」の改定（案）
６．	第71回定時総会の開催（案）
７．	2020年度のブロック別ユネスコ活動研究会の中止（案）
⇨	 審議の結果、いずれも原案どおり決議された。
	� また、代表理事の職務執行状況（2020年1月理事会～5

月15日）、2020年度事業計画進捗状況の報告があった。

■第51回評議員会
　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、中止した。

理事会・評議員会・総会報告

日本ユネスコ協会連盟では、コロナ禍の中、各ユネスコ協会・クラブの皆
さまや一般の方に民間ユネスコ運動に関するさまざまな情報を提供するた
め、9月より動画配信をスタートした。「SDGsに貢献する民間ユネスコ運動」
と題し、2週間に１本程度動画を配信する予定だ。会員間の研修等でぜひお
役立ていただきたい。コロナ禍によって、対面型の研修や会議は開催しづら
い状況が当面続くと予想される。動画配信は、こうした時代に会員間をつな
ぐ一つの重要なツールとなるだろう。やがては、各ユネスコ協会・クラブの
活動報告等も動画で配信できればと考えている。ご期待ください。
� （事業部：尼子 美博）

「SDGsに貢献する民間ユネスコ運動」スタート

https://www.youtube.com/user/NFUAJ日本ユネスコ協会連盟YouTubeチャンネル

▼動画の撮影風景。第1回目は事務局会議室で撮影した。

座席間隔を十分に確保した状態で総会を実施した
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T O P I C S

哀悼

2020年5月19日、日本ユネスコ協会連盟第10代会長を務めた松田昌士名誉会長が逝去され
ました。松田名誉会長といえば、熱いハートから生まれた言葉の数々で、民間ユネスコ運動に
関わる私たちを鼓舞し続けてくださいました。深い感謝の念とともに、心に深く刻まれたメッ
セージの一部をご紹介します。心からのご冥福をお祈り申し上げます。

「学生時代、その大半をユネスコ活動に
かけたというのは事実で、しかも北海道の
学生の会をドンドン立ち上げました。（中略）
ユネスコはずっと私の原点でした」

（2006年6月会長就任挨拶より）

「ユネスコ運動とは、結局は人間の生き方を
問いかけ解決策を探る営みではないかと

私は思っています」
（2008年1月年頭挨拶にて）

「どこの国でも長い歴史と伝
統文化の上に現在があり、
人びとの生き方があるわけ
で、それを尊重しあわなけ
ればどんな平和もありえな
いと思っています」
	（2010年3月未来遺産記念式典にて）

「いわゆる正義の戦争と不
正義の戦争があるという
けれど、結果は同じなん
ですよ。その悲惨さは。
	だからこそ、熱い戦争は
すべきではない」	
（2006年9月会長就任インタビューより）

「運動の原点を忘れないこと。我々の原点は
『平和な世界を築く』であり、そのため
の活動です。（中略）原点の精神を“伝道”する
側にもよほどの創意工夫がないと、双方の距離
が広がりかねない」� （2008年1月年頭挨拶にて）

「私の好きな言葉の一つに「　　」があります。（中略）
未踏の地を拓くがごとく、若い世代が失敗を恐
れず民間ユネスコ運動をより一層魅力あるもの
に切り拓いていけるよう、われわれ大人も心し
たいと思います」� （2009年1月年頭挨拶にて）

拓
ひ ら く

日本ユネスコ協会連盟

松田 昌士 名誉会長

松田名誉会長のユネスコ活動年表
学生時代はユネスコ活動に邁進。11年間の会長在任中も

民間ユネスコ運動の推進に尽力されました。

1955年4月～	 北海道大学ユネスコクラブ設立　初期メンバーとし       �
           1961年3月	 て活躍、同大大学院卒業まで活動
2005年6月2日	 第437回理事会にて日ユ協連副会長に就任
2006年6月2日	 第443回理事会にて第10代日ユ協連会長に就任
2007年7月	 民間ユネスコ運動の日を制定（7月19日）
2008年8月14日～	 第18回アジア太平洋ユネスコ協会クラブ連盟�
                     20日	 （AFUCA）執行委員会（ロシア）にてAFUCA会長	
	 に就任（2012年5月に名誉会長に就任）
2009年4月	 未来遺産運動開始1（現在に至る）
2009年9月7日～8日	 ユネスコ世界寺子屋運動20周年

記念イベント「すすめ！ユネスコ
世界寺子屋運動20周年」開催

2010年9月25日	 第66回日本ユネスコ運動全国大
会in奈良で「核兵器のない世界
へ向けての宣言」を採択2、同
年11月の第471回理事会で宣言
への署名を決定

2011年2月7日	 「核兵器のない世界へ向けての宣言」を日本ユネス
コ国内委員会会長、パン・ギムン国連事務総長（当
時）、イリーナ・ボコバUNESCO事務局長（当時）
に送付

2011年3月14日	 東日本大震災子ども支援募金開始（現在に至る）
2011年4月1日	 公益社団法人認定、社団法人から公益社団法人日本

ユネスコ協会連盟に
2012年2月15日	 UNESCOとパートナーシップ協定を締結（現在に至る）
2014年10月21日	 UNESCO・イリーナ・ボコバ事

務局長（当時）を表敬訪問（仏・
パリ）3

2014年11月20日	 第29回韓国ユネスコ協会連盟全
国大会（済州島）出席

2017年6月17日	 第68回定時総会で「民間ユネスコ運動70周年ビ
ジョン（2017-2026）」採択

	 第517回理事会にて日ユ協連名誉会長に就任

3

2

1
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Open space for UNESCO activities

ユネスコ活動の広場 皆さまからのお便りをお待ちしています。

手づくりマスクを贈呈
仙台ユネスコ協会（宮城県）ほか
　仙台ユ協の会員がそれぞれ自宅で作成した500枚のマス
クと、同協会の法人会員であるアイリスオーヤマ株式会社の
好意により託された5040枚のマスクを、5月、仙台市に贈
呈した。小・中学校、指定避難所、子どもたちや障がいのあ
る方々に関わる団体、自粛中も働かざるを得ない方々へ届け
られた。ほかにも、成田ユネスコ協会（千葉県）、箕面ユネス
コ協会（大阪府）などが、手づくりマスクを各自治体などへ
贈呈した。

めぐろルンルンライブ  
目黒ユネスコ協会（東京都）
　新型コロナウイルスの影響により誰もが不安な気持ちで
過ごしているいま、音楽のパワーによって少しでも前向きな
気持ちになろうとオンラインコンサートを企画。賛同したピ
アニストやバイオリニストによる演奏をYouTubeで配信
している。既に視聴された方からは、心が癒されたなどの声
も。登録ボタンを押すことで、医療関係機関、医療従事者の
方々への支援にもつながる。視聴はこちらから。
� https://runrun.live/

オンライン「平和の鐘を鳴らそう！」「平和学習会」開催  
沖縄県ユネスコ協会（沖縄県）
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止も検討された
が、沖ユ協団体会員でもあるKBC学園に相談し、リモート
での開催が実現した。毎年50名前後の参加だったが、今年
度は93名のログインがあり、普段参加できない離島からの
参加者も得られるなど、オンラインならではのメリットが
あった。講師の講演に続いて、高校生による「平和学習会」
が開催され、世界の子どもの貧困問題のほか、SNSの普及と
いったいまの高校生を取り巻く環境など、内容は多岐にわ
たった。また、「平和の鐘を鳴らそう！」は 録画画像が流さ
れ、「わたしの平和宣言」を参加者全員で読み上げた。

「わかもの応援チャンネル〇〇！」　
U-come
　U-comeは2015年、ユネスコの理念に賛同した青年が
集い、立ち上げた任意団体である。社会問題に向き合うきっ
かけづくりとして、名古屋を中心に全国で主にイベントの
企画運営をしている。コロナ禍のいま、立ち上げた新事業が
Zoom×YouTubeオンライン番組「わかもの応援チャン
ネル〇〇！（まるまる）」である。将来に不安を抱く若者た
ちに生きる力を届けるため、世界旅行家や車椅子バスケッ
トボール選手など、さまざまなゲストを迎えて隔週配信中！
詳細はこちらから。
http://marumaru.u-comepeace.com/

会員がつくったマスクは500枚

平和を願ってオンラインで開いた学習会

ZoomとYouTubeはどなたでもご視聴可能！
めぐろルンルン
ライブのフライヤー
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　「三菱アジア子ども絵日記フェスタ」
は、絵日記を通じて識字教育支援ならび
にアジアの子どもたちが交流の輪を広
げ、お互いの文化を理解し、よりよい未
来を築くための活動を目指して1990年
に開始された。三菱広報委員会（現在、
三菱グループの37社で構成）が長年に
わたってアジアの人びとの相互理解をサ
ポートしている事業で、企業体としてこ
れだけのアジアの国々を対象とした事業
はほとんどない。
　第14回目となる2020年は、24の国
と地域から6万6473作品（国内からは
5600作品）が集まり、6月に各国のグラ
ンプリ作品が決定した。インドネシアの
受賞者は、バリ島の伝統的な凧揚げをモ
ノトーンで美しく描き、スリランカの受
賞者は、雨の中でバナナの葉っぱを帽子
替わりに遊ぶ様子を独特の色使いで描い
ている。2020年秋をめどに、横浜で各
国グランプリ作品の原画展示会を開催予
定で、詳細は当連盟ホームページでお知
らせする。
　これまでの30年の歴史を通して、81
万7542もの絵日記作品の応募があっ
た。初期の作品と現在の作品を比べると、
各国の絵日記から、それぞれの国の経済
的な成長や子どもたちの意識の変化を垣
間見ることができる。
　「三菱アジア子ども絵日記フェスタ」
のホームページでは今後、第14回の各
国グランプリ作品を「絵日記ギャラリー」
のページで紹介する予定になっている。
ぜひ、以下のサイトにアクセスして子ど
もたちが描いた鮮やかな作品に触れてい
ただきたい。� （事業部:鴨志田 智也）

活 動 報 告活 動 報 告

各国のグランプリ作品が決定

スリランカ
サンデス ラクドゥラ グナワルダナさん

（12歳）の作品

インドネシア
イ プトゥ リンガ アディ ワハユさん

（11歳）の作品

三菱アジア子ども絵日記フェスタ 
http://enikki.mitsubishi.or.jp/index.html

三菱アジア子ども絵日記フェスタ

主催：�三菱広報委員会　　
　　　�アジア太平洋ユネスコ協会クラブ

連盟（AFUCA）
　　　日本ユネスコ協会連盟

ユネスコ　2020.10 8



　また、助成校の先生方は、9月24日（木）・25日（金）に
開催される教員研修会で、新しい視点の防災・減災教育の
理論や、被災地の学校の経験・教育実践について学ぶ予
定だ。新型コロナウイルス禍においても自然災害は各地で
起こり得る。困難な状況下だからこそ、防災・減災につい
て学ぶことに意義があると考える。本年は初めてオンライ
ンでの教員研修会を開催し、研修会の報告は次号で行う。 
� （企画部:藤田 将章）

～2020年度の助成校が決定～
　2020年度 第7回「アクサ ユネスコ協会 減災教育プロ
グラム」の助成校（24校）が決定した。東日本大震災の記
憶を風化させず、その教訓を生かし、今後起こり得るさま
ざまな災害に備えるための取り組みが求められている。助
成校は、助成金を活用し、学校と地域との連携による避難
所運営訓練や防災訓練、防災マップ作成などの防災・減災
教育活動に取り組んでいく。
　いざというときの地域防災・減災のために、各ユネスコ
協会の皆さまには学校と地域の連携の橋渡し的なサポート
により、地域の防災拠点となる学校の防災・減災教育をご
支援いただくことを期待したい。

2020年度　第7回

構成団体会員維持会員
富谷ユネスコ協会（宮城県富谷市）代表者　阿部弘康
富谷市は、市内のすべての幼稚園、小中学校、県立高校がユネス
コスクールに認定されるなど、ESDに熱心に取り組んできまし
た。この活動をさらに強力に推し進めるために、ユネスコ協会を
設立し、ユネスコスクールへのサポートを中心に行政と一体と
なって活動を進めていきます。

一戸ユネスコ協会（岩手県二戸郡一戸町）代表者　古館英彦
一戸町の優れた自然・文化遺産（御所野遺跡）を核に、SDGsを
視野に入れながら、国内外の協力と交流を進めつつ地道なユネ
スコ活動を展開していきます。

株式会社アルファ　代表取締役　清水 裕子 
弊社は印刷と発送代行をワンストップで提供する総合印刷会社
です。企業や学校の業務の効率化に貢献いたします。この度、貴
連盟の活動に賛同し、参画させていただくことになりました。よ
ろしくお願いいたします。

株式会社カスタムライフ　代表取締役社長　石矢 浩 
弊社は「誰もが最高の選択肢と出会える場所をつくる」をミッ
ションにメディア事業を行っております。SDGsへの取り組みの
一環として、貴連盟の活動に参画させていただきます。

株式会社タイキ　代表取締役社長兼グループCEO　中村 興司 
弊社を核とするタイキグループは、化粧品・化粧用具を中心に健
康・衛生分野・家庭用品を開発・生産・販売し、事業をグローバ
ルに展開しています。今後は維持会員として教育を通じた活動に
ご協力させていただきます。

新規会員のご紹介

【助成校一覧】
● 気仙沼市立鹿折中学校（宮城）
● 宮城県多賀城高等学校（宮城）
● 只見町立只見中学校（福島）
● 多摩市立多摩中学校（東京）
● 東京都立杉並総合高等学校（東京）
● 川崎市立上作延小学校（神奈川）
● 川崎市立新作小学校（神奈川）
● 茅ヶ崎市立浜須賀中学校（神奈川）

● 山梨学院小学校（山梨）
● 安曇野市立堀金中学校（長野）
● 長野県上田養護学校（長野）
● 犬山市立楽田小学校（愛知）
● 安城市立明和小学校（愛知）
● 大治町立大治南小学校（愛知）
● 愛知県立一宮東特別支援学校（愛知）
● 箕面こどもの森学園（大阪）

● 神戸大学附属小学校（兵庫）
● 神戸大学附属中等教育学校（兵庫）
● 和歌山県立和歌山商業高等学校（和歌山）
● 東広島市立三津小学校（広島）
● 愛媛県立今治特別支援学校（愛媛）
● 大牟田市立みなと小学校（福岡）
● 大牟田市立白川小学校（福岡）
● 沖縄県立八重山特別支援学校（沖縄）

【主　　催】�公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟　
【協　　力】�アクサ生命保険株式会社
【後　　援】�文部科学省
【コーディネーター・講師】及川 幸彦 先生 
� （東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター）

【講　　師】�上田 和孝 先生（新潟大学 工学部　工学力教育センター）
【研修協力】�認定特定非営利法人SEEDS Asia、気仙沼市教育委員会、 

気仙沼市立階上小学校、気仙沼市立階上中学校、 
宮城県多賀城高等学校
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日本ユネスコ協会連盟 世界遺産活動 
特別大使犬（ワンバサダー）わさお追悼

　青森県鰺ヶ沢町の秋田犬わさおが2020年6月8日に
旅立った（推定13歳）。ふさふさの毛と独特の表情で人
気を集めていた2011年、世界遺産活動の意義を広く啓
発していくため、標記ワンバサダーに就任してもらった。
在任中、わさおは白神山地周辺での植樹活動に毎年参加
したほか、東日本大震災の被災地を訪問するなど、幅広い
活動で多くの人びとに親しまれた。
　長きにわたり活動を応援してくださった飼い主の菊谷
さんご家族とわさおに、深い感謝の意を表します。

世界遺産活動 
特別大使犬（ワンバサダー）
任命証

在りし日のわさお

白神山地周辺での植樹活動
には飼い主の故菊谷節子さ
んとともに参加 東日本大震災後は被災地を訪問して人びとを元気づけた
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公益社団法人日本ユネスコ協会連盟は、UNESCO憲章の精神に共鳴した人びとによって1947年、世界にさきがけ仙台で始まった、民間ユネスコ運動の日本に
おける連合体です。現在全国に約280のユネスコ協会があります。会長：佐藤美樹　副会長：青木保・引地瑠美子　理事長：鈴木佑司

2020年10月1日発行　通巻第1169号（1、4、10月の1日発行・年3回）　●発行／公益社団法人　日本ユネスコ協会連盟
〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿1-3-1　朝日生命恵比寿ビル12階　TEL　03（5424）1121　FAX　03（5424）1126　発行人：鈴木　佑司

日本ユネスコ協会連盟からのお知らせ

年間領収書の発行と送付のお知らせ
　日本ユネスコ協会連盟への募金・寄付金は、確定申告してい
ただくことにより、税法上の優遇措置を受けることができます。
2020年1月1日〜12月31日に受領したご寄付の年間領収証明
書は、2021年1月下旬ごろまでにお届けする予定です。紛失な
どによる領収証明書の再発行は承ることができませんので、申告
時まで大切に保管していただきますようお願いいたします。下記
の点にもご留意ください。 
◆クレジットカードやコンビニ決済でのご寄付は、決済日ではな

く、カード会社・決済代行会社から日ユ協連に入金された日が
受領日となります。 

◆今回発行分より領収書の名義や送付先住所を変更される方は、
2020年11月30日 （月）までに書面またはメール、もしくは
お電話でお知らせください。 

●問合せ：総務部（笠松）　 
E-mail：bokin@unesco.or.jp	 　 
TEL：03-5424-1121

首里城復興ユネスコ募金 まもなく受付終了
　標記募金の受付を2020年10月31日(土)で終了します。
　【募金口座：みずほ銀行　恵比寿支店　
 　普通　1568655　公社）日本ユネスコ協会連盟】
　お寄せいただいた募金は、日ユ協連より沖縄県などへ全額を贈
呈する予定です。

2019年度「活動レポート」を
発行しました 
　皆さまのご寄付、ご協力により、
2019年度に日ユ協連が実施した活
動についてまとめた「活動レポート
2019」を発行しました。SDGsの
担い手として取り組む私たちの多
彩な活動報告をぜひご覧ください。
https://www.unesco.
or.jp/report/

WEB版の機関誌「ユネスコ」をご覧ください 
 　機関誌「ユネスコ」がWEB配信となりました。以下のURLか、
または当連盟ホームページの右上「WEB版機関誌
ユネスコ」をクリックすると、パソコンやスマート
フォンでご覧いただけます。ぜひご利用ください。 
https://www.unesco.or.jp/magazine/　

事業の一部を中止いたします 
　新型コロナウイルスの感染拡大防止、並びに参加者や運営ス
タッフの健康と安全を考慮し、本年度は以下の事業を中止するこ
ととなりました。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
●プロジェクト未来遺産登録事業 
●高校生カンボジアスタディツアー 
●第76回日本ユネスコ運動全国大会in宇部 
●ブロック別ユネスコ活動研究会 

　

事務局職員 　（9月1日現在）
事務局長：川上 千春 
事務局次長：長倉 義信 

［企画部］部長（兼）：長倉 義信	
課長：上岡 あい、青山 由仁子
主任：本間 雅子
職員：小崎 好美、笠原 玲子、藤田 将章

［事業部］部長：関口 広隆
副部長：尼子 美博	
主任：鴨志田 智也、宍戸 亮子、仁藤 里香
職員：井上 葵、香渡 里沙 

［総務部］部長：藤田 俊
副部長：根本 清美	
職員：笠松 康子、米原 茉莉

お知らせ

2016年、
沖縄での日本ユネスコ
運動全国大会にて

　中国の民間ユネスコ活動の基礎
をつくり、アジア太平洋ユネスコ
協会クラブ連盟（AFUCA）会長、
世界ユネスコ協会クラブ・センター
連盟（WFUCA）副会長も務められ
た、中国ユネスコ協会クラブ連盟
の陶西平会長が、この5月に85歳
で逝去されました。
　陶氏は1935年生まれ。北京市教
育局局長などを歴任するとともに、
日中交流を積極的に推進されまし
た。全国大会には継続して毎年出
席され、各地ユネスコ協会とも交
流がありました。深く哀悼の意を
表します。

　5月17日、WFUCA 会 長 で イ ン
ドユネスコクラブ連盟の事務局長で
あったディレンドラ・バトナガール
氏が逝去されました。65歳でした。
　 バト ナ ガ ー ル 氏 は 著 名 な 弁 護
士 で あ る と と も に、WFUCA と
UNESCOとの関係強化や民間ユネ
スコ運動の発展のために多大な尽力
をされました。謹んでお悔み申し上
げます。

2016年、
上海でのWFUCA
会議にて

訃　報

世界連盟（WFUCA）バドナガール会長

中国ユネスコ協会クラブ連盟 陶
タオ

西
シー

平
ピン

会長


